
　１９９９年より活動を開始した「屋久島・ヤクタネ

ゴヨウ調査隊」（以下「ヤッタネ！調査隊」と略

す）と２００２年に発足した「種子島・ヤクタネゴヨ

ウ保全の会」が絶滅危惧種ＩＢ（レッドデータブ

ック２０００年環境庁）ヤクタネゴヨウ（屋久種子五

葉）の保護保全を共通の目的として活動を協働さ

せた今年度の活動成果を項目別に報告したい。

①合同調査における新自生地の発見

　ヤクタネゴヨウは、屋久島と種子島にのみ自生

する二島の固有種である。これまで屋久島に１０００

～１５００本、種子島には１００本と推定されてきた。屋

久島では全島の分布、全木の調査データと位置図

作成を続けてきたのだが、同時に、より絶滅危機

度の高い種子島へ出向き、講演会・観察会等の啓

蒙活動を通じ種子島での保全の必要性おアピール

し、その成果として市民グループによる保全の会

の立ち上げが成された経過がある。折しも今年度

は共通のテーマを持つ両島のグループが合体し情

報の共有と活動の充実を図る初めての年である。

その第一回目の合同調査は２００３年９月種子島にて

実行された。従来「ヤッタネ！調査隊」は「民・

学・官」の協働によるこの種の保全を基本理念と

してきた。それぞれの力を束ねてこそ自然環境保

護保全の成果は充実したものとなろう。我々の活

動は開始時より専門の研究者との共通認識を基に

進めてきたのだが、この当日も（独）森林総合研

究所の研究者が同行し、屋久島から７名種子島か

ら６名、全１４名の参加となった。種子島の生存木

は１００本と推定されていながらも、いまだ未調査の

地域があり、その一帯の調査を２日間にかけて行

い１２８本が新たに確認された。詳しくは添付資料に

譲るが、これはこれまでの定説を覆す大規模な発

見となり、地元新聞紙上の一面を飾るニュースと

なった。そして地元から「保護林設定要望書」を

林野庁へ提出との道筋をみたのも、常々、民・学・

官の協働を旨としてきた活動の大きな成果である。

この新自生地の発見は種子島における自然環境を

見直し、地元の人々の保全への意識を高め同時に

当調査隊の活動に対する評価へも新たな光が注が

れることになる有意義な合同調査となった。

②新発見自生地松枯れ病被害発生とその対応と成果

　種子島の新自生地発見は新聞やＴＶ等で大きく

報道され注目を受けることになり、調査隊の活動

も継続したモニタリング調査を行う等、活発なも

のとなった。そして生存木の正確な位置図作成の

為に行った２００４年１月の合同調査において多数の

松枯れ病が確認される。マツザイセンチュウ病と

いうマツノマダラカミキリが媒介する、松にとっ

ては劇症を伴う伝染病のである。自生地新発見の

１３８本に対して１８本の松の枯死木が確認された。こ

の調査には熊本の森林総合研究所樹病研究室から

も同行願い、材片サンプリングも行いザイセンチ

ュウ病は確実となった。新自生地発見の喜びもつ

かの間、保護林設定要望も無に帰すやも知れぬ緊

急事態となった。４月５月マダラカミキリがザイ

センチュウを体に付着させて又近くのヤクタネゴ

ヨウに病気を伝染させれば壊滅的な打撃を受ける

のは火を見るよりも明らかな現実が突きつけられ

る。さて、そこでどのような手を打つか。この自

生地一帯は国有林である。まず管理者への情報提
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供と対策の提言が必要となる。丁度２月に、後述

する林野庁が進めてきた『ヤクタネゴヨウ増殖復

元緊急対策事業』により育てられた接木苗の植樹

祭が屋久島で行われた際、ヤッタネ！調査隊代表

手塚と、種子島調査に参加した森林総合研究所の

研究者２名、（三人共、この林野庁の緊急対策事業

の検討委員でもある）が対策を練って、種子島の

新自生地の管理当局である林野庁屋久島森林管理

署長へ直談判し、対応をお願いした。事の重大さ

に早急な対応を約束され、３月末の実施となった。

ヤクタネゴヨウ絶滅ストップ大作戦が、まさしく

民・学・官、三者協働のもとに実施されたのであ

る。現在種子島ではマツ枯れ病が蔓延して全島的

に被害が進行中である。まずはヤクタネゴヨウ新

発見の最大自生地を死守するべく、３月末、種子

島の西之表市鴻峰小学校に調査隊メンバー、一般

市民と研究者、行政官、林業者が集結し、松枯れ

病で枯死した木の伐倒、現地からの搬出、そして

焼却といった最も効果的な作業を行った。これに

よりこれ以上の被害の拡大を防ぐ策が講じられた

ことになった。種子島、屋久島の調査隊のメンバ

ーは実質２日間に渡り、玉切りされた丸太を背に

負い、深い山中から上り、下り、川を渡り又上り、林

道の車まで運び出す作業にフル稼働した。枯死木

は直径２ｃｍまでの枝まで丁寧に現地に置き残し

のないよう運搬された。

　さてその現地から搬出された大量の枯死材はす

べて焼却と当初計画されたが、いかにももったい

ない、なんとか有効利用できたらとの願いが実は

最終的には叶うことになった。種子島は古来焼き

物の盛んな土地柄であるが種子島焼きの窯元のひ

とつがこの材をもらい受け、薪として利用される

ことになったのは副次的な成果といえる。ヤクタ

ネゴヨウの将来的な有用材としての利用の一端が

ここにも見出される。地元の有用な特産種として

の利用価値を持った種資源として保全していくこ

とが今後の大きな課題として検討されるべきであ

る。

③シンポジウムの開催

　２００３年１１月には『ヤクタネゴヨウと熊毛の自然』

と題したシンポジウムを屋久島と種子島の二島で

開催した。熊毛とは屋久島と種子島を含む一帯の

地域名である。ヤクタネゴヨウという二島を結ぶ

キーストン種を軸として熊毛地域の自然環境の再

確認を目指すシンポジウムと位置づけた。ヤクタ

ネゴヨウの存在自体を地域の自然誌の中で見ても、

地域の種多様性の特性を学ぶにしても、熊毛地域

とそれに南北へと連なる九州本土（南部）と南西

諸島から台湾、大陸との関連の中で移行し織り成

されるよりダイナミックな生態系の内なる熊毛の

自然像を確立したいと願った。

種子島会場では堀田満氏（鹿児島県立短期大学長）

の基調講演「植物からみた熊毛の自然」パネラー

の金谷整一氏（森林総合研究所）「ヤクタネゴヨウ

の生態と特性」、立澤史郎氏（北海道大学）「鹿の國・

熊毛」、佐藤正典氏（鹿児島大学）「海のオアシス

としての種子島・屋久島」が報告された。屋久島

会場では矢原徹一氏（九州大学大学院教授）の基

調講演「数百万年の気候変動を生き抜いた屋久島

の植物たちに今迫る危機」と各パネラーの報告―

そして両会場ともコーディネーターの湯本貴和氏

（総合地球環境学研究所教授）の司会による会場

とのディスカッションが行われた。いずれの面々

もこれまで屋久島、種子島、この熊毛一帯での研

究実績のある、そして常にアグレッシブな研究活

動を展開している方々である。「――海と大地の生

命力を見直し自然の貴重さをご一緒に考えて見ま

しょう」と呼びかけたこのシンポジウムは地元と

研究者との大切な接点として、又互いの共通認識

を得る場として今後とも継続させていきたいと考

えている。

 

100 ヤクタネゴヨウの保護・保全をめざす生体木調査および啓蒙・育苗活動



④育苗への取り組み

　絶滅危惧種の保護・保全への取り組みにはまず、

現状を把握するため生存木の調査による基礎デー

タの蓄積は欠かせない。しかし新しい苗を育てる

作業も同時に進行させてこそこの種は守られてい

く。これまでの調査において屋久島の自生地での

新しい世代の若木の生育率は低い。しかも国立公

園の特別保護地域等のしばりがあって人工的な改

変の手は入れられない。となると別枠で種子から

の育苗により、遺伝資源を絶やすことなく後世に

残す手段が必要となる。私達もこれまでの調査活

動と平行させて独自にヤクタネゴヨウの育苗を今

年度の新たな活動テーマとして取組みを始めた。

前述のとおり（独）森林総合研究所とのパートナ

ーシップを組み、常に研究への協力や情報の交換、

共有に努めてきた。

森林総合研究所では現在屋久島を重点的な研究地

として「屋久島森林生態系における国有樹種と遺

伝子多様性に関する研究」が行われているが、こ

の研究に我々調査隊は全面協力している。開化や

結実の調査に同行し作業をする折、採取許可され

た球果を我々も貰い受け、育苗の体制を整えた。

今年度は８月末の調査時に球果５２個より６３５個の

種子を得、これをアルコール選別した後２６９個を播

種した。ビニールハウスを建て、その内で約２ヶ

月を経過した４月末現在７０個が発芽し生育中であ

る。この苗は今後、育苗専門家に教示を受け大切

に育てていく。又、今年度の結実の季節には更に

採取数を増やして積極的にこの種の人工的な手法

による苗木生産のジーンバンク基地として機能を

果たしていきたい。

⑤林野庁事業への協力

　１９９９年より林野庁九州森林管理局が林木育種協

会へ事業を委託する『ヤクタネゴヨウ増殖復元緊

急対策事業』が今年度、接木苗の植樹をもって終

了した。ヤッタネ！調査隊はこの事業へ全面的な

協力体制を組み対応してきた。まず当代表が事業

検討委員として九州森林管理局での委員会に３回

参加し事業の円滑な推進と本質的な方向性へ多く

の提言を成し、実質的な事業の中核である穂木採

取のデータ提供と、採取作業において先導的な役

割を担ってきた。今年度２月には、屋久島、種子

島において見本林、採取園での植樹が行われ多く

の隊員が参加したが、現地説明板及び九州森林管

理局発行の事業報告書においても当調査隊の協力

に対して謝辞をいただいた。これも民・学・官の

協働におけるヤクタネゴヨウの保全というコンセ

プトの具体的な対応例である。

⑥全島全生存木調査の進展と展望

　当調査隊は発足以来、全生存木の調査を活動の

ベースとしてきた。屋久島における自生地は３ヶ

所、この全地域における全木の調査データの蓄積

はこの絶滅危惧種の将来的な保全へ向けての必要

不可欠且つ、最も基本的な現状把握のための基礎

資料となる。一固体ごとの直径・樹高とその固体

の正確な位置図の作成が主な調査ポイントである。

屋久島での自生地は世界遺産地域をはじめとした、

屋久島の生態系の核心となる地域の山中であって

しかも急峻な尾根、岩場に自生が多い。むろん登

山道など無く、一本一本の生木の確認は困難を極

める場所が多い。位置測定にはコンパス測量を行

い、データの解析や位置図作成は研究者が役割を

担う。こうして１９９９年より始まったこの全生存木

調査において、現在２００４年３月時点までに、約１０００

本の詳細なデータと位置図の完成をみている。こ

れにより屋久島の自生木の３分の２程度が把握さ

れたことになる。今年度の調査は種子島調査２回、

屋久島での月例調査が１０回、延べ１５０人の参加があ

った。発足時からの調査参加者は延べ５３０名にもの

ぼる。こうした山中におけるまさに地を這うよう

な地道な調査の一歩一歩の足跡が絶滅危惧種ヤク

タネゴヨウの保護、保全への取り組みの源となり
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新たな啓蒙活動を通して地域の環境保護への関心

を掘り起こし、更に育苗活動を通して増殖への道

を開いていく。

　様々な活動が現在両島の市民ボランティアの手

で織り成されヤクタネゴヨウを通じた地域のＮＧ

Ｏと住民、行政、研究者との連帯の輪は広がり深

まりつつある。今後も全生存木調査を継続させつ

つ幅広い取り組みによって地域の自然保護、環境

保全への貢献を願い活動をより充実させていきた

い。

　又こうした活動の情報提供のメディアとして

「ヤッタネ！通信」を今年度は３号発刊し会員間

の共通認識の理解に役立てた。現在発行部数は５００

部であり、島内外へ発送されている。
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